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教職研究　第 26号
立教大学教職課程 2015 年 3 月

『復活物語』の理解をめぐって−聖書の読み方へのチャレンジ（２）

新井　美穂

はじめに

　キリスト教にとって、これがなくてはキリス

ト教が成立しないという中心的出来事は、イエ

ス・キリストの十字架の死と復活である。イエ

スが実在の人物であるか科学的に証明すること

が可能であっても、そのことはキリスト教成立

の根拠にも信仰の確信や保証にもならない。し

かも聖書自身がイエス・キリストの復活を「た

わごと」と言う言葉で表している 1）。イエス・

キリストと生活を共にし、直接教えを受けてき

た弟子ですら信じる事が難しかったイエス・キ

リストの復活という出来事を初代教会の人たち

はイエスの十字架の死と結び付け、信仰と生活

の中心に据えてきた。教会は、理性によっては

納得しかねる伝承を 2000 年来信仰告白の内容

としてきた。即ちそれは十字架で殺され、三日

後に復活したイエスこそがキリスト即ち救い

主（メシア）であるという事である。この事を

あらゆる信条は、「三日目に（死者のうちから）

復活し 2）」という言葉で宣言ないし告白してき

た。

　本稿において、キリスト教の土台である復活

について、信仰共同体である教会ではなくて、

信徒養成の場でもない学校という現場の宗教教

育において、相互主体的学びはどのように可能

なのか、また課題について検討したい。方法と

しては、特にここでは初等教育の事例を取り上

げ、実際の授業の振り返りを通して、更に理論

を踏まえつつ、初等教育、中等教育に限らず広

く宗教教育における相互主体的学び 3）におい

て共通して必要なものは何かを自己検証を含め

検討したい。

Ⅰ　実践的報告

小学 3年生の復活に関する気づきに触れる

―授業実践を通して

　実施校は、祈祷書による礼拝（校庭又は教室

で行われる毎朝の礼拝及び金曜日のチャペルで

の礼拝）と週に１時間の聖書の授業を行ってい

るキリスト教主義の学校である。聖書の時間は

お祈りで始まり、お祈りで終わる。イースター、

収穫感謝祭、クリスマス、入学式、卒業式、始

業式、終業式、パウロ回心記念日に行われる創

立記念日など節目になる教会暦や行事において

全校礼拝を行っている。

〔1〕イエス ･ キリストの復活に関するカリキュ

ラム

①聖書科の授業以外での取り組み

　復活については、1 年生から 6 年生のどの学

年においても聖書の時間に限らず、音楽の時間

では復活に関する聖歌を学び、礼拝に参加する

準備を行うなど他教科 4）でも必ず 4 月に取り

上げている。

　このような準備があって、全校で守るイース

ター礼拝がある。特に 1 年生は礼拝そのものが

初体験であり、入学後初めてイースター礼拝を

体験する事になる。イースターの場合、礼拝が
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執行される講堂の祭壇は生徒の持ってきた花々

で飾られ、いつもとは違う礼拝形態になってい

る。また礼拝後にはイースターエッグが 6 年生

から 1 年生へプレゼントされる。１年生にプレ

ゼントするイースターエッグを入れる箱は、2

年生が生活科の時間に作成している。主イエス

の復活をお祝いする礼拝であるが、春を待つお

祭りでもあるイースターには、新入生を歓迎す

る思いも込めて準備がなされている。

　イースターに限らず、先述した全校で奉げる

特別な礼拝は、プロセッションチーム 5）と聖

歌隊による奉仕がなされる全校礼拝である。生

徒自身が礼拝奉仕者として礼拝に参加する事

で、大人が導き生徒が受身で参加する礼拝では

なく、生徒が主体的に関わり大人と協働で作り

上げる礼拝 6）の姿がここにある。

②聖書科の授業

　取り組みの一つとして、イースターを迎える

心の準備としての「大斎はげみ表」7）と「大斎

克己献金 8）」がある。「大斎はげみ表」は、生

徒全員に配布する。次年度の初めに「大斎はげ

み表」を回収し、聖書科の担当者が見た後、そ

の年度の大斎節が始まる直前に返却する。

〔2〕授業の概要

１）	 単元名：イースターについて

２）	 指導学級：小学３年生（男子のみ）

３）	 使用教材：新共同訳聖書

４）	 目標：イエス・キリストのご復活の物語

に親しむ。

５）	 指導計画　４月のテーマ：ご復活のキリ

ストに出会うということ

　　第１時　オリエンテーション及びイエス様

のご受難（復習）

　　第２時　イエス様のご復活（ヨハネによる

福音書）「マグダラのマリアとイエス様」

　　第３時　イエス様のご復活（ヨハネによる

福音書）「疑うトマスの心とイエス様の心」

　　１学期の終わりに絵と作文及び知識を問う

テストをもってまとめとする。

６）	 授業者；新井美穂

	 今回は、実践報告としてこの内の第３時

を取り上げる。

〔3〕授業の実際

Ａ．4 月の授業

（導入）

ヨハネによる福音書２０章１９～２９節の箇所

を印刷し配布。

この物語から考えたいことをプリントにして提

示し配布。

プリントの内容は以下の通り。

①弟子たちは何故戸に鍵をかけたのか（その時

に弟子たちの気持ちを考える）

②戸に鍵をかけるとは、私の何に鍵をかけるこ

とか。

③戸に鍵をかけるとは､ どういう意味か（何を

言おうとしているか）

④イエス様の手や脇腹の釘跡を自分で確かめ

なければ、イエス様のご復活を信じない！

と言った時のトマスの気持ちはどんなだった

か。

⑤八日後にご復活のイエスさまに出会ったトマ

スは、どのように変わったか。またあなたが

そう考えた理由。

⑥疑っていたトマスに、イエス様が伝えたかっ
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たことはなにか。

参考までに

　トマスはどんな人か考えましょう。弟子たち

の中でも、イエス様の前でも自分の居場所がな

いと思っている自信のないさびしい心をトマス

は抱えていたのではないかと思います。

　プリントに書かれた事を意識しながらみんな

で聖書を群読。

　読んだ後、ご復活のイエス様はどんな時に出

会って下さるのかを今日は考えてみたい旨伝え

る。

―以下は生徒たちのとの会話―

（展開１）

教師 1（以下Ｔとする）：イエス様が十字架で

殺された後、何故お弟子さんたちは鍵をかけ

て家の中に隠れていたと思う？

生徒１（以下Ｓとし番号をつける）：ユダヤ人

が怖かったんだと思う。

Ｓ 2：そうそう、イエス様みたいに殺されるの

が怖かったんだと思う。

Ｓ 3：殺されるのがイヤだって思った。

Ｓ 4：僕はイエス様をおそれたんだと思う。み

んなイエス様を裏切ったから。

Ｔ 2：不安とか怖いとか死ぬのがいやとかイエ

ス様を裏切った自己嫌悪そんな気持ちがいっ

ぱいある心を色で現すとどんな色？

Ｓ 5（多数）：まっくろ

Ｔ 3：そうかぁ真っ黒。そんな時イエス様が現

れて下さったのね。光がない時、心が険しい

時、そんな時イエス様がシャローム平安あれ、

平和あれ。という挨拶の言葉をおっしゃるん

ですね。もっと言うとやぁ元気？！ってかん

じかな。

Ｓ 6：平和って、冷たい空気の中であったかい

感じするよね。

Ｓ 7：イエス様ってけんかをしている時にも現

れてくれるんじゃない？

Ｔ 4：その通り！ここでトマスだけいないわね。

なぜかしら。それに鍵をかけているけど、ど

こに鍵をかけているのかしら。

Ｓ 8：トマスは家にいたくなくて出て行ったと

思う。

Ｓ 9：たぶんけんか。

Ｓ 10：家の戸に鍵かけているけど…たぶん家

だけじゃなくて（言おうとする傍から）

Ｓ 11（多数）：心！

Ｓ 12：弟子たちだけじゃなくて、トマスの心

のことじゃないかな。トマスは心を閉じてい

る。トマスのいない時イエス様があらわれた

んだから。

Ｔ 5：トマスは一人ぼっちだったかな。トマス

はなんて言っていた？トマスの気持ち想像し

ながら２５っていう数字のところ見てみま

しょう。何だって？

Ｓ 13（複数）：「あの方の手に釘の跡を見、こ

の指を釘跡に入れてみなければ、またこの手

をその脇腹に入れてみなければ、わたしは決

して信じない。」

Ｓ 14（複数）：ひどいな。

Ｓ 15：トマスの気持ちわかるよなぁ。

Ｓ 16（複数）：わかる。わかる。

Ｔ 6：八日後どうなったでしょうか。さっきの

プリント、聖書の２７節見てください。

（聖書にもう一度目を通し，今度は黙読する）

Ｔ 7：トマスに向かってイエス様はなんて言っ
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ている？

Ｓ 17（複数）：「あなたの指をここに当てて，

私の手を見なさい。また、あなたの手を伸ば

し、私の脇腹に入れなさい。」

Ｔ 8：「あなたの指をここに当てて，私の手を

見なさい。また、あなたの手を伸ばし、私の

脇腹に入れなさい。」といわれたのは何故だ

と思う？

（展開２）

（ここで聖書研究に入る。単語の意味を説明す

る）

Ｔ 9：言葉の説明をします。トマスの言葉に釘

跡って書いてありましたね。聖書の元の言葉

は何語？

Ｓ 18（複数）：ギリシア語

Ｔ 10：ギリシア語では釘跡の穴は単数形って

一つを意味する単語が使われています。釘跡

は一つ。一つの穴に打ち込まれた釘はどうか。

これは複数形と言って、いくつもという一つ

以上を意味する単語が使われていました。

Ｔ 11：次は入れてという言葉ね。ギリシア語

使っちゃってごめんね。「バロー」という言

葉が使われていて突っ込むっていう意味があ

ります。

Ｓ 19（複数）：えーイエス様痛そう。

Ｓ 20（複数）：かわいそうだ。

Ｔ 12：今度はイエス様の言葉を見ましょう。

イエス様はトマスに向かってトマスの指をど

うしろっておっしゃっていたかしら。２７節

です。

Ｓ 21（複数）：ここに「当てて」手を見なさい。

Ｔ 13：それだけ？

Ｓ 22：（複数）：あなたの手を「伸ばし」脇腹

に入れなさいってあるよ。

Ｔ 14：27 節に出てくる「当てて」や「伸ばし

て」というように、日本語は別々の言葉だけ

ど、ギリシア語では同じ一つの言葉が使われ

ています。どっちも「フェロー」が使われて

いるの。この「フェロー」という言葉の意味

は、ルカ（ルカ 23：26）では十字架を背負う、

運ぶという意味で使われています。他の所（ロ

マ 9：22）では我慢する、忍耐するという意

味もあります。それから同じヨハネ（ヨハネ

15：１～ 8 の実を結ぶ）では実を結ぶという

言葉になって出てきます。みんなの好きな聖

歌「主エスは真のぶどうの木」はこの聖書の

言葉を歌っています。「当てて」とか「伸ば

して」は、イエス様につながるって言う意味

もあります。さっきの質問に戻りましょうか。

Ｓ 23：トマスの心を開いてほしくて自分の傷

を見せて、入れていいって言ったと思う。

Ｓ 24：トマスの心を治してほしいんだと思う。

イエス様は ･･･。

Ｓ 25：イエス様はみんなに信じてもらいたい

んだと思う。

Ｓ 26：イエス様の傷あとに手を入れて、イエ

ス様の苦しさを知りなさい、味わうというこ

とだと思う。

Ｓ 27：トマスの心の鍵穴はイエス様だから、

トマスに手を入れろって言ったんだと思う。

トマスの閉じた心の鍵を開けるには、イエス

様が鍵穴で、自分の心を閉じた鍵はトマスの

指だから、その指をイエス様に入れてトマス

の心を開けろっておっしゃっていると思う。

Ｔ 15：トマスの指は、自分の心を閉じてしま
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う鍵ですか。なるほどね。そうすると、その

鍵は、トマスだけじゃなくて私達も自分で自

分の心を閉じてしまう鍵だとも言えそうね

え。○○君（S27）はイエス様の傷の穴は鍵

穴なのだというわけですね。イエス様の鍵穴

に、トマスの鍵である指を入れるということ

は、自分の心の鍵をイエス様に預けて心を開

きなさいということなのかしら。すごい事に

気づいちゃったわね。そうかイエス様に自分

で自分を苦しめる一切合切を預けなさい、委

ねなさいってことかな。そうやってイエス様

に自分の重荷を預けて、それを引き受けてく

ださるイエス様の苦しみを味わうってことか

な。みんな、すごいことに気づいちゃってな

い？！

　　それでは最後の質問。ご復活のイエス様に

平安あれって言われて弟子たちはどうしたと

思う？ 9）

Ｓ 28：（即答で）みんな笑顔になって、笑った（本

人もニコニコ答える）

Ｔ 16：ご復活のキリストに出会って暗い悲し

いしょんぼりが、ニコニコに変えられました。

イエス様に出会うって楽しいね。（終了のチャ

イム）では終わります。聖書係さん、お祈り

をお願いします。（以下、祈祷。挨拶。）

Ｂ．授業を振り返って

　弟子たちが隠れていた理由として、イエス

を十字架につけたユダヤ人を恐れたという意

見が出され、賛同する生徒も多くいた中で、

自分たちが裏切ったイエスを恐れたという S4

の意見によって恐れの内容に変化が起きた。

自分の死の恐れから、裏切りというイエスと

の関係で気づかされた自分の弱さに対する恐

れへの質的変化である。ここに実存的深まり

の端緒が開かれた。一見唐突聞こえるＳ 6 の

発言には、弟子集団の雰囲気を冷たい空気と

捉えており、自分たちの日常の中に起こる小

さな裏切りを重ねあわせているようにも見え

るが、そこから平和の持つ温かさを主眼にし

た発言には、前向きな力と発想が内包されて

いることを表している。それを受けてＴ 3 の

発言をけんかという言葉を使って言い換えた

Ｓ 7 の発言がある。これをきっかけにして、

家にカギをかけて隠れていた弟子たちの話は、

単に物理的な目に見える家だけでなく心にも

カギをかけていたという話になり、生徒たち

は一気に聖書の世界と自分たちの現実との距

離を縮めていき、内面の世界へと話を転換し

ていく事になる。このような捉え方の背景に

は、目に見える出来事の中に働く目に見えな

い力について日頃から聞く機会が、礼拝を通

して与えられているので、生徒たちには内面

の世界について考える習慣が自然に身に付い

ている、という事が理由としてあげられるだ

ろう 10）。

　しかしこのことは、諸刃の剣である事を自戒

しなければならない。礼拝に影響力があるとす

れば、キリスト教の価値観が、生徒の持つ価値

観に対して不寛容な一方的押し付けになってい

ないか、私たちは常に自分を振り返らなければ

ならない。そして生徒が客観的に批判精神を

もってキリスト教について考える力を養うこと

ができるように支え、またそのような機会を持

たなければならない。加えて、教師自身が自分

の中に批判精神を持ち、冷静で霊性な力を養う
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必要がある。

　授業の内容に戻ると、Ｓ 12 の発言から心を

閉じたトマスに焦点をあてて考える流れが作ら

れる。仲間の発言を受けて、トマスへの関心が

生徒たちの間に広がっていく（S14 ～ 16）。ト

マスの内面についての意見が出てくるチャンス

を生徒から提供されているにもかかわらず、教

師は生徒の反応を受け止めていない。ここでは

対話が成立していないことがわかる。振り返っ

て考えてみると、教師の側に聖書の世界から離

れまい、聖書の世界に引き込もうとする思いが

強すぎたため、生徒に聴こう、生徒から学ぼう

とする姿勢が欠落していた。これは教師の一方

的押し付けの傾向を示している。小学校の低学

年の生徒は物語が大好きなこともあって、教師

の態度よりも話の内容に関心があるので、ここ

では中高生のような反発の反応にならない。だ

からこそ、自分の傾向に注意しておかなくては

ならない。ここで取り上げた聖書物語は、彼ら

にとって初めて聞く話ではない。繰り返し礼拝

で聞き、自分でも読んできた話である。それで

も彼らは聞くことに飽きない。それは、彼らが

知性や理性で教理の学びをしているのではなく

て感性や霊性において物語を味わっているから

ではないだろうか。教師の無視とも見える頑迷

な態度に生徒が歩みを沿わせてくれているこの

場面は、教師の狭量さのみならず、大人を拒絶

せず受け止める生徒の度量の大きさ、柔軟さ、

豊かさを如実に表している。

　トマスに対するイエスの言葉「あなたの指を

ここに当てて、私の手を見なさい。また、あな

たの手を伸ばし、私の脇腹に入れなさい。」に

対する意見は、聖書の注解書にはない鋭い意見

が飛び出してくる。Ｓ 23 以降の会話を見ると

生徒たちの共通理解として、トマスの心が変え

られるために、主イエスはこの言葉を言ったと

いう前提があることが確認できる。この共通理

解は、主イエスがトマスを心配している思いへ

の気づきであり､ それを一人一人の生徒が自分

の言葉で伝えようとしている事がわかる。言い

換えれば、それはかれらの主イエスに対する純

粋な信頼を表しているということでもある。主

イエスの傷跡に手を入れるということは、主イ

エスの苦しみを知り､ 味わう事だと考えたＳ

26 の意見は、主イエスの苦しみへの共感がみ

える。しかも言葉の説明を聴いて、日ごろ礼拝

や生活の中で聞いているメッセージと結びつけ

て理解を深めていることにも驚嘆させられる。

仲間の発言を受ける形でＳ 27 の発言がある。

トマスの心の鍵穴がなぜ主イエスなのかという

説明はないが、この発言は、主イエスの言葉は、

トマスが自分の心を閉じたカギである自分の指

を主イエスというカギ穴に入れて、トマスの心

を開けろという意味だとの解釈である。これは、

主イエスがどういう役割・使命を担ったどうい

う方であるかという、所謂キリスト論を浮かび

あがらせる示唆に富んだ気づきである。しかも

言葉の用例の紹介で終わった教師の説明に対し

て、理念としての抽象的なイエス・キリストで

はなく、我々の悲哀や苦悩の一切を引き受けて、

担ってくださるイエス・キリストをこの生徒は

明らかにした。

　この生徒の解釈には、キリスト論的なものば

かりでなく、主イエスに対する私達のあり方ま

でが含まれている事に教師は後になって気づか

される事になる。トマスの話を含むヨハネ福音
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書の中に、イエス自身をあらわす特徴的な言葉

に、「わたしは」で始まる言葉が出てくる。ギ

リシア語でいうと「エゴーエイミー」で始まる

言葉である。その中に「わたしは門である。わ

たしを通って入るものは救われる。その人は、

門を出入りして牧草を見つける。」（ヨハネ 10

章 6 節）あるいは「わたしは道であり、真理で

あり、命である。わたしを通らなければ、だれ

も父のもとに行く事ができない。」（ヨハネ 14

章 6 節）「わたしはぶどうの木、あなた方はそ

の枝である。人が私につながっており、わたし

もその人につながっていれば、その人は豊かに

実を結ぶ。」（ヨハネ 15 章 1、5）というみ言葉

がある。これらの聖句は主イエスとのつながり

が言われていると今まで考えてきたが、生徒の

解釈に触れて、これらは主イエスとの単なるつ

ながりではなくて一致が言われていて、主イエ

スにおける一致の中で始めて人は本来の自己に

目覚め、生き生きと生かされるという気づきへ

導かれる端緒となった。

　

Ｃ．6 月に提出された課題（作文と絵）に対す

る考察

　上記の授業を行ったのが４月。６月に入り課

題に取り組む時間を設けた。３年生になって礼

拝あるいは聖書の時間に聞いたお話の中で心に

残っている事を絵に表して感想を書くという課

題である。この課題は、教理の理解度を確認す

るためのものではないので、考えてほしい項目

は提示せず、生徒が感じた事を自由に書くこと

に主眼に置いた。

　ここでは生徒たちの感想の中から復活をテー

マに選んだ感想を取り上げ 11）、それらを項目

別に分類すると生徒の感想は、およそ以下の９

個に分類された 12）。

　①トマスについて。②イエスについて。③ト

マス以外の弟子たちについて。④イエスが現れ

た時について。⑤戸にカギをかけることが意味

することについて。⑥心にカギをかけることが

意味するものについて。⑦イエスは何故ご自分

の傷跡にトマスの指や手を入れてよいと言った

のかについて。⑧イエスの傷跡に指や手を入れ

ることが意味するものについて。⑨疑問・感想、

である。

　トマスを作文で取り上げた生徒は、自分だけ

がご復活の主イエスに会っていないので怒った

り疑ったり信じないトマスを捉えている。トマ

スの怒りを激怒と表現しているものもある。泣

いて怒り狂ったことが契機となってトマスは心

の扉にカギをかけたと考えている感想もある。

しかもトマスの怒りは自分のいない時に現れた

主イエスに対して向けられるのではなくて、自

分たちは出会えたと喜んでいる 11 人の弟子た

ちに向けられたと考えている点は鋭く、孤立す

るトマスへの気づきになっている。他には、ト

マスがみんなと一緒にいなかったのは、ご復活

の主イエスの体を見るのが怖かったからとの推

測もあった。これは幽霊を見る怖さではなく、

主イエスに直接会うことの怖さを言外に含んだ

意見で、人間関係の距離のとり方の難しさを感

じている生徒の思いが伝わってくるようであ

る。

　信じないトマスを見出した感想は、主イエス

のご復活を信じない、あるいは主イエスを信じ

ないと考えた意見、仲間を信じないあるいは仲

間の話を信じないとの意見が出された。また信
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じないトマスは証拠にこだわったとの感想もあ

り、ここには現実感覚による理性的聖書の読み

方がみられる。以上は主イエスに出会う前のト

マスに注目したかれらの意見である。

　一方で主イエスに出会った後の変容したトマ

スに関心を寄せた感想もあった。そこから見え

てくるのは、主イエスのおかげで信じる者へと

心を開いて変ったトマスをやさしいとか良い人

とかすごい人ととり、その変化に対してよかっ

た、ほっとしたといったトマスに対する肯定的

意見や感情が見られ、トマスに寄り添う事の出

来る感性が子供たちの中にあることが分かる。

今回は詳述しないが、感性の豊かさは主イエス

に対する記述にも現れている。

　ことに、先に紹介した授業の実践報告の中で、

授業者の心を感動させた意見を述べたＳ 27 の

生徒は、2 ヶ月後の作文では過去の自分の気づ

きを土台に、トマスの心の変容をパウロの回心

と重ねて考え、トマスやパウロの心を変える主

イエスのすごさや自分の心を変えた人間のすご

さをつかみ、自分もそうなれたらと記述してい

る 13）。ここでは、ご復活の物語を通じて心の

変容や自分について、関心が移行していること

がわかる。自分を見つめる事への関心の深まり

と見る事もできる。

　また、この物語に対する 2 つの異なった反

応を取り上げたい。一つには、指を傷跡に入

れるところが気持ち悪いと感じている感想で

ある 14）。もう一つはこの話が面白い、好きだ

という感想と聖書は以外と面白いとの感想であ

る 15）。全く違う反応がでてくるところに聖書

のもつ魅力や内容の豊かさの現れを見ることも

出来るし、生徒が授業者の反応を気にしないで

自分に正直に自分の考えを大切に生きている姿

を見る事も出来る。

　ご復活の場面を絵で表現する時、多くの生徒

は空（から）の墓の場面やイエス・キリストの

手の傷跡を描く。生徒たちの感想に関する分類

についての考察は今後の課題とし、ここでは一

人の生徒の課題を取り上げたい。彼が描いた絵

は、以下のようであった。中央に紫色の観音開

きの扉が描かれる。扉は紫色で縁取られ、扉全

体はやわらかいタッチの紫色で塗られている。

扉の真ん中には、両方の扉にかかるように紫色

の濃い線で囲んだ小さな丸がある。扉の周り

は勢いのあるタッチで一面黒に塗られている。

真っ暗な背景から、扉の中央の小さな紫で囲ん

だ丸に向かって、挿しこむように黄色い鍵が描

かれている。

　作文は「トマスが心にかぎをかけてしまって、

かぎをあけるためには、イエス様のうでや、手

の穴に手を入れなければだめだと言ったことに

たいして、イエス様は、いいよと言って、トマ

スは、うでや手のくぎあとに手を入れた。イエ

ス様は、やさしいと思ったし、ちょっとうでが

いたそうでした。」と書いている。

Ｄ．生徒同士での学びが持つ影響力

　今回全く意見を言わなかった上述の生徒の絵

は、扉の周りを黒く塗ることでトマスの閉じた

心を表現している。戸に鍵をかけていた弟子た

ちの心に対する仲間たちの発言（Ｓ 5）への同

意が見てとれる。更に鍵を書き込んだ点では、

イエス様の傷跡を鍵穴だと考え、トマスの指は

自分の心を閉じた鍵だ（Ｓ 27）と考えた仲間

の意見に触発されたと見ることが可能である。
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作文で彼は、トマスはイエス・キリストの釘跡

に手を入れたと考え、このトマスを受け容れた

イエス・キリストを優しいと感じている。聖書

はトマスがイエスの傷跡に指を入れたかどうか

については記述していない。故に授業でもそこ

までは言っていない。したがってトマスに関す

る結論は、この生徒がどこかで聞いたにしても

この生徒自身の理解である。何故彼は仲間の言

葉が響いたのだろうか。

　以上を受けて、考えられる事をまとめてみる。

一つには、生徒は生徒同士の関わりの中で、互

いに影響し合い、自分と向き合っているという

ことである。つまり生徒同士の相互主体的学び

がなされていて、教室での出来事は彼らの人生

にとって、芥子だね程の出来事であり、かれら

の変容にとって、教師の指導性は必要ない。む

しろ生徒一人一人の気づきに一緒に感動する

事、共に疑問を解明する姿勢をもって解明の方

法や情報を提供するための見守りと支えが教師

に必要とされているのではないか。

　さらに教師にとり大切な事は、生徒は何故

このように表現したのか、このように考えた

のかという問いと関心をもって、すぐに答え

やヒントが見いだせなくても、生徒が感じて

いるように感じよう、味わおうとする姿勢を

失わず、その生徒に関心を抱き続け生徒と出

会う事だろう 16）。

　今振り返ってこの時の生徒の絵から教えられ

る事は、闇に囲まれ閉ざされた扉は、主イエス

に対しても仲間に対しても心を閉ざしたトマス

を表現したのみならず、周囲に対して心を閉ざ

す時がある自分の心をもそこに重ねていたかも

しれないという事である。小学 3 年生は、思春

期にある子供たちのように自分を表現する言葉

をたくさん持たずに反抗期を迎える。誰にも分

かってもらえない寂しさや分かってほしい思い

と寂しさを気づかれたくないプライドとの間を

揺れ動きながら、心に嵐を抱えそれをまともに

かぶりながら自分を確立していかなければなら

ない。上手く言葉に出来ないもどかしさや悲し

みが、怒りとなって仲間に手を挙げる形となっ

て表れることもある。小学 3 年生ともなれば、

悔しさで泣きたくなる事があっても、男の子は

そのジェンダー故に、仲間の目も大人の目も意

識して、学校生活の中で泣くわけにはいかない

と、必死になって涙をこらえる。そして心の揺

れを、人に悟られないように折り合いをつけて、

静かに心の奥底にしまいこむ。この時子供たち

は、幼少期の茫洋とした捉え方で感じる漠然と

した不安や怖さを、自分ひとりの中にある孤独

―それも自分だけが感じる寂しさとしての孤独

―ではなく、人間存在の根源にある孤独として

意識しているのではないか。今回の事例は、生

徒のこのような中で表現されるかけがえのない

自己の姿を、大人はもっと大切に受け取らなけ

ればならない、見過ごしてはならないとの思い

を改めて喚起される出来事になった。子供たち

の表現する自己に、そっと耳を傾けて気づく為

には､ 何が大切なのだろうか。

Ⅱ　真理の前の協働探究者としてのありようを

目指して

　以上の失敗した実践を通して教師として何が

必要なのか、まずはパウロ・フレイレの『被抑

圧者の教育学』を手がかりに考える。彼はこの

著作を通して、人間を客体として捉える発想か
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ら生まれる垂直パターンの銀行預金型教育を

凌駕する概念として、課題提起教育を提起し

た。後者は対話を通して、生徒と教師が互いに

教えられると同時に教える者に互換する関係の

中での認識・省察によって、「批判的共同探求

者」として絶えず「現実世界にかかわっている

（committed）者」との自覚を持つ新しい自分

を発見し、世界に関わる存在となっていく創造

的教育のあり方を提示した 17）。

　岩垣攝氏は、この対話型教育について論文の

中でフレイレの理論に立って「教師と生徒は、

認識対象の前では、完全に対等な立場に立つ『共

同探求者』である 18）」と指摘し、その具体的

実践として、教師の役割は問題提起をする事で

あり、生徒と共に学ぶ主体となることだという。

その際の教師の指導性として、大田堯氏の論理

を援用し「前向きの不完全さ」の必要を挙げる。

それを岩垣氏は「子どもといっしょに『なぜ』

を問う仲間なんだという、そういう教師の不完

全認識が確かに今日の教育に必要である。19）」

と説く。故に岩垣氏は、普及型という知識を伝

達する授業の指導を支えてきた、生徒より知識

があるとか子どもの前に立ったときの完全意識

を教師の権威だと考える考え方を否定する。自

分は不完全だという不完全認識は､ 真理を問い

続ける姿勢を失わない「前向きの不完全さ」で

あり、それが教師の権威を支えるとの見解に立

つ。教師の指導性を支える権威とは何によって

もたらされるのかという事は問いのままでこの

論文を結んでいる 20）。子どもと対等な関係を

築く際の指導性に教師の権威が必要であるとは

思わないが、教師の側に不完全だという自己理

解の必要を述べるところを支持したい。

　三番目に、大学の教師として、キリスト者と

して、司祭として自己理解に苦悩してきた神学

者であるヘンリ・ナウエンから、教えるものと

教えられるものが相互主体的関係の中で出会う

とはどういうことか、またそこでは何が必要か

を考察したい。

　『差し伸べられる手』は霊的生活、祈りにつ

いて書かれている著作だが、その中で彼は、教

育を一つの接遇（もてなし）の形と捉えてい

る。教育は、教える者と学ぶものが対立するの

ではなく、同じ真理を探究しているという信頼

関係に立って教師が学生を客人としてもてなす

事だと記す。即ちまだ学ぶべき事があると思っ

て自信を喪失している学生に、学生が教えを受

けるばかりでなく、その学生の中に他の学生や

教師にも与えるべきものを持っていることを学

生が気づけるように助力することだという。こ

のような関係の中で、教師が受容力を持った受

け手になることによって、教師は接遇（もてな

し）の主人になるという逆説をナウエンは主張

する。これは創造的な相互依存であり、命の神

秘に出会うあり方だともいう。そこで、このあ

り方に精神の貧しさと心の貧しさの必要を挙げ

ている。

　精神の貧しさは、知性、理性において自分の

無知を認める事であるという。どういうことか

と言うと、自分の人生は自分を豊かにするため

に努力が必要だとか、人生は獲得にこそ意味が

あるという考え方や生き方の方向性を捨てて、

人生というものは究極的には神によって知り尽

くされていることを受け取るあり方だと知るこ

とが精神の貧しさだという。その理解は、他者

への深い関心につながるとナウエンはいう。
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　他方心の貧しさは、知性、理性の領域を超え

て感性、霊性の領域に関わることであり、「他

人の経験を自分に贈られる賜物として受け取る

ことが出来る。」心の動きであるとしている 21）。

その心とは自分の経験や体験を規準にして他者

や歴史を見るのではなくて、他者も歴史も自分

の経験をはるかに超えているという認識をも

ち、自己の卑小さ、狭量さ､ 不完全さ 22）の自

覚に立って世界に働く超越した存在、つまり神

に向かう心だといえる。

　さらに接遇（もてなし）の究極的目標は、欲

望を満たすために力と影響力の重要性が強調さ

れる現代社会だからこそ、「無駄そのもののう

ちにある有益さ、無力になることがもつ “ 力 ”

をささげることだ」23）とナウエンは言い、そ

のように言える根拠を、他者のために、自己を

十字架の死に極まるまで完全に明け渡したイエ

ス・キリストに置いている 24）。つまりナウエ

ンにとって接遇（もてなし）で示された相互主

体的かかわりでの学びあいにおいて、教師に

とって必要なものは、キリストにおいて示され

た神の貧しさ、無力さを根拠にした弱さという

ことになる。

　では人が価値などまず置くことはない貧し

さ、無力さ、弱さが何故必要だと彼はいうのだ

ろうか。その問に対して『傷ついた癒し人』の

著作を手がかりに考察したい。この著書は、『差

し伸べられる手』以前に記され、その中で既に

もてなしという言葉を用いて牧師のミニスト

リーを説明している。もてなしは他者に注意を

向ける能力であると定義されている。他者に注

意を向けるために、他者が自然に振舞える場所

を作り出せるよう、自己の撤退の必要を示すが、

それは自分が愛から生み出され、神の自由の中

で生かされている事に気づく自己への専心だと

いう。牧師のミニストリーは自己の限界や破れ

や弱さを取り除こうする事ではなくて、それを

認め受け容れる事を通して、人生で体験する自

分の痛みや傷を分かりあえるものにまで深める

こと 25）。即ちそれは存在の根源に誰もが抱え

る孤独である事に牧師自身が気づき、その上で

他者に対して、痛みや傷が癒しの源泉に変り、

希望の徴であり、新しいビジョンの生じる場に

なる事を告げることが牧師のミニストリーだと

いう。牧師は導き手でしかなく､ 共同体を創る

リーダーではなく、共同体はもてなしのある場

から創られるとナウエンは考える。

　ナウエンにとって痛みや傷は価値のないもの

ではない。『傷ついた癒し人』の中で彼は、傷

について以下のように述べる。傷は、自分がい

かに愛されている存在か、他者もまた自分と同

じようにかけがえのない存在であるかを気づか

せてくれるものであり、自分を知り、他者に気

づき他者と分かりあえる道だと言う 26）。20 年

後に著された『愛されている者の生活』の中で

は傷を brokenness と言う言葉で説明する。彼

は傷やその人の苦しみや苦しみの受け方はその

人らしさを現すものだとも指摘する。痛みや傷

を受けて苦しむ事は裂かれる（broken）事で

あり､ それを見つめる事からさえ逃げたくなる

が､ 裂かれる事には意味があると語りかけてく

る。傷や痛みを祝福の下に置いて見つめる時、

我々が裂かれるのは、神に選ばれ、祝福され愛

されている者として、他者に自分を贈り物とし

て与えるためなのだという 27）。どうしたらそ

んなことが可能なのだろうか 28）。先に述べた



− 82 −

教職研究　第 26 号（2015）

ようにナウエンはその可能性を霊的生活に見出

す 29）。

Ⅲ　結語

　聖書の復活物語を通して、生徒は自分の気づ

きを言葉や絵に表現して意識化し、仲間の気づ

きに触れて自分の内面を見つめる機会を持っ

た。今回の授業は生徒が自分を見つめ受け入れ

ていく過程において、教師の言葉よりも仲間の

言葉や気づきが大きく働いて影響する事が良く

わかる事例であり、生徒同士の相互主体的学び

の実態を示していた。

　更に相互主体的な関係の中で学ぶという事

は、教師にとっては、生徒が表現したもの、あ

るいは生徒たちが表現しない形で伝えようとし

た事や無意識に感じていることに教師が何を見

て、何を聴き、何を感じ取るかが問われている

という事も明らかにした。

　更にこの事例は、学校における宗教教育とは

教理を教える事だけではないことが明確化され

たといえる。また聖書を媒介として生徒と教師

が自分自身を見つめ、受け容れる事は、宗教教

育の経過の一部としてあることが示された。聖

書を通して自分の内面をみつめる過程を考えた

場合、低学年の小学生は、大抵の場合、自分が

変わらなくてはならないとか、自分を変えたい

とか､ 自分を見つめなければならないといった

自覚的な積極的意欲的動機をもって聖書を読む

ことはないと思われる。むしろ聖書の話が面白

いから聞いたり、読んだりするのであり、彼ら

は単純に聖書を楽しんでいる。つまり楽しむこ

との延長線上に自分を見つめることは起こった

といえる。だから聖書の時間で自分を見つめる

ということが起こる場合、それは知性や理性に

よる意見によって惹起されるのではないし、考

えろといわれて無理やりに出来ることでもない

ことがわかる。魂の奥深い所から仲間が発した

直感的思いに触れた時、聞いた生徒の心が他者

に向かって開かれているならば、仲間の言葉に

よって、問題や悩みを抱えている自分に気づか

され、静かに無自覚無意識のうちに自分と向き

合う事が起こる。本気や本音が、生徒とか教師

の立場を超えて聴いた者の心を動かすといえる

のではないだろうか。生徒が自分を見つめる時、

大人の言葉による影響ではなくて、自分の仲間

である生徒の真剣な言葉や一生懸命考えて発せ

られた思いが、悩みを抱える生徒を揺り動かし、

自分を見つめることが起こる。つまり内面を見

つめるという事は、教師の介入によらず、生徒

同士の間で共鳴し合って起こる事を今回の事例

は示したといえる。

　また生徒同士の中で起こった知性や理性を超

えた響き合いから生まれた洞察は、大人を揺り

動かさないわけがない力で教師に大きな影響を

与える。換言すれば、生徒の宗教的洞察は教師

に多大な影響と感動を与えるということであ

る。有り体に言えば、トマスに差し伸べられた

復活のキリストの手は、既に生徒たちに差し出

されていて、キリストの手は彼らをつかんでい

る。そして生徒たちは、キリストが自分の手を

つかんでくださっている事に気づき、それを素

直に喜んでいる。その喜び、嬉しさを感じてい

る生徒たちが、未だ心の目を開かれていない教

師の手をとって、キリストへと向かわせてくれ

た。教師自身もまたキリストがご自分の手を差

し伸べてくださっていることに、生徒によって
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気づかされたということである。

　この事をナウエンの著作から振り返ってみた

い。学ぶ者も教える者も互いが人生の痛みや傷

を受けながら歩む者としての自己理解をもつ

時、ぼろぼろの自分でありながらそれでも尚ゆ

るされ愛されて生かされている自分に気づく。

そこから感謝が立ち昇る時、私達は自分へのい

とおしさと共に、他者をもいとおしいと思う気

持ちが与えられる。そうなった時、私たちは生

徒・教師の関係を超えて、互いが一人の人間と

して、愛され愛する者同士として出会うことが

可能になるのではないか。別の言い方で言うな

らば、生徒と教師が、痛みや傷や根源的孤独を

隠さず共有し、痛みや傷を担い合う「傷ついた

癒し人」として真理の前に謙遜に立つ時、教師

は教えねばならない者としての自分から解放さ

れ、生徒は教えられる者としての立場から自由

になり、互いが独りの人間として支え合い、労

り合い、愛し合う者として出会うのではないだ

ろうか。その時私たちは、互いから影響を受け

取り合うことが出来る。故にまず、私たち大人

が自分の傷や痛み、弱さに対する恐れを捨てる

ことからはじめたい。そして大人はもっと素直

に子供たちから影響を受けとり、子供たちの霊

性に信頼を寄せ、言葉に出来ない子供たちの痛

みの傍らに立たせてもらいたいと思う。　

　最後に相互主体的かかわりの中での学びあい

に於いて必要な事をまとめよう。学ぶ者教える

者が真理の前で常に学ぶものとして立つと言う

事が求められる。更に自分の限界や弱さは、誰

もが存在の根底に抱えている普遍的なものであ

るとの認識に立ってこれを否定しないというこ

とである。しかも真理を共に探求する際の姿勢

として、影響を行使するものとして振舞うので

はなくて、真理に対して疑問に思った事、うれ

しかった事、励まされた事、感動した事や苦し

かったマイナスと思える事も含め、気づいた事

を相互に受け取り合い、分かち合い、担い合う

という姿勢をもって真理に向かうという事が必

要になろう。そこで大切にすることは、批判的

態度ではなく、分かろうとする為の批判的精神

を失わず、相手が自分の気づきは大切に受け止

められているという実感の中で自由に安心して

話せる、ナウエンの言葉を借りるならば接遇（も

てなし）の姿勢であろう。それは真理を究明す

るのみならず真理を生きようとすることであ

り、共同ではなくて共働者になるという事を意

味すると思われる。

　以上は小学 3 年生を対象とした事例である

が、相互主体的に学ぶものとしての姿勢は、

初等教育に限らず､ 中等教育、高等教育にお

いても、また宗教教育や教育の場面に限らず

社会にあって人と関わる場において、今後特

に道徳教育が従来の必修ではなくて教科とし

て始まる 30）にあたって強く必要なありようで

ある事を確認しておきたい。

資料

①トマスについて

1	 これは、トマスが、仲間の事を信じないで、

心の鍵（扉）を閉めた所です。イエス様は

トマスに「手に指を入れてもいいよ。」と言っ

ているのに、トマスは怒っていた。けれど、

トマスは、しばらくしてから、心の鍵（扉）

を開けて、イエス様を信じるようになった。

5　③⑥参照 
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10	僕はイエス様が現れたと聞いた時、（イエス

様って見ているんだなー）と思いました。

僕は何で一人だけいないことが分かった時、

（いばるんじゃないか）と思ったら当たりま

した。でもトマスは，勇気を持って買い物

に行ったのもすごいと思いました。僕はこ

の話を聞いた時（大変だなー）と思いました。

この他に②④参照

15	トマスがいない時に、他の弟子たちに神様

が来たのですが、トマスは、神様にあって

いないので、他の弟子たちに怒っていると、

神様がトマスの所に来て、神様の指の穴に

入れてよいと言ったので、トマスは、神様

の手に指を入れた。

16	イエス様がトマスに手をなぜさしだしたの

か、不思議に思います。そしてなぜトマス

がいない時にあらわれたのか、そして、な

ぜあらわれたのか、なんでトマスは、うそ

だうそだしょうこはと言うことをいったの

が不思議。②④⑨参照

17	ご復活したイエス様が弟子たちの前に現れ

た時に、トマスだけいなく帰ったときには

もう 11 人の弟子の心の鍵は開いていて一人

の弟子が「おれたちイエス様を見たんだぞ」

と行った時にトマスは、とても怒ってしまっ

てもうみんなの意見を聞かずに口答えをし

ました。③参照

18 トマスはきっとげきどしたんだろうなー。

僕がイエス様だったら入れた瞬間になぐり

かかりそうだな。僕は気が短いからなぁー。

イエス様はどうだろう。⑨参照

19	僕は、トマスは、本当はイエス様の指の穴に、

突っ込みたくないけどわざとそういったと

思う。それかトマスは、自分だけイエス様

のご復活を見られなかったから負け惜しみ

を言いたかったのかもしれない。イエス様

は、手の穴にトマスの指を入れて弟子たち

を仲直りさせたかったのかもしれない。⑦

参照

22	トマスは、イエス様が生きていると信じた

かった。でもパウロみたいに心の鍵と心を

開いて、いれかわれるなんてやっぱりすご

いと思います。やっぱり人の心をかえるイ

エス様はすごいです。イスラエルの皆さん

は勇気溢れて親切で、正直者でとにかくと

てもすごいです。僕もなれたらいいな。②

参照

23	②⑨参照

25	②⑨参照

26	トマスがないて、ないて、いかりくるって

いる絵です。そしてトマスはそれをきっか

けに、自分の「心」のトビラに「かぎ」を

かけてしまったところが印象に残りました。

28	僕が印象に残った話は、イエス様が十字架

につけられた後、弟子たちが家の鍵と、心

のかぎ全部の鍵を閉ざしてしまって、隠れ

ていたという話です。そして何日か後にイ

エス様が来られて、トマスがイエス様の手

の穴に指を入れた後、トマスの心の鍵が開

いてよかった。

29 トマスが、心の中に鍵をかけてしまい、イ

エス様が鍵を開けるためにくぎあとを見る

ときをかきました。トマスは、イエス様が、

十字架にかかったときにくぎを刺されたの

で、そのくぎ跡に、見るのではなくていれ

ると心の鍵があくときいたので、びっくり
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しました。何で、ドアに鍵穴がないかびっ

くりしました。②⑧参照

31	トマスは、イエス様が十字架に付けられた

日、弟子たちと一緒に家に鍵をして一緒に

いなかった。僕は、何でいなかったのかは

分からないけどよそうは、怖かったからだ

と思います。ご復活のイエス様の体を見た

くなかった体と思います。トマスはすごい

人です。

32	トマスさんは、最初全くもってイエス様を

信じていなかったけれどイエス様の手首に

（手のひらも）自分の指を入れてみたら本当

だとトマスさんは、思ってやってトマスさ

んは、信じる（イエス様を）事が出来まし

た。トマスは、心を閉ざしていたのに……

イエス様の力は、すごいな～…と思いまし

た。②⑨参照

33	トマスは弟子たちの言う事を信じなかった。

なぜなら、トマスが出かけている時にイエ

ス様があらわれたからおかしいと思ったか

らだ。さらに、本当のイエス様か、という

のは本当のくぎのあなかどうかということ

だ。しかし、トマスがイエス様の手のあな

に自分の指を入れたところ、本当にあなに

入った。ということは本当のイエス様だっ

たという事だ。

38 トマスは、でかけてる時イエス様が来た事

をしんじなくて、復活された事をぜんぜん

信じなかった。けれども来ても信じなかっ

た。そして「手にあいてるあなに指をいれ

ないとしんじない。」と言ったので、いれた

ら少ししんじはじめた。トマスは、本当は

いい人だと思う。だから信じた。

43	②⑤参照

46	僕はトマスのお話が心にのこっています。

トマスは仲まの弟子たちにイエス様がよみ

がえったときいたけどトマスはうでにゆび

をつっこまないと信じなかった。

47	イエス様が十字架にかかってからお弟子さ

んの一人がイエスのことを信じなくなりま

した。ところがある日イエスが天から下り

てきてこう言いました。「私の手のきずをさ

わりなさい。」といわれてさわりました。そ

してきゅうい心がかわりあんなにキリスト

教を信じなかったのがとてもキリスト教を

信じた。と言う話です。

48	②参照

53	ぼくは、トマスがイエス様のくぎあとにゆ

びを入れているところをかきました。ゆび

を入れたトマスが心をいれかえ、うらぎり

物（ﾏﾏ）からやさしい人にかわったという

出来事です。ぼくは、このお話がおもしろ

かったので、えらびました。ぼくは、この

お話がとてもすきです。もっとせい書のは

なしをききたいです。

54	②⑦参照

②イエスについて

2	 イエス様が来た時に，みんなが明るくなっ

た。イエス様は、それほど大切な存在なん

だなぁという事が分かった。それなら、ト

マスが怒った意味もわからなくはない。ト

マスが、イエスさんの釘の穴に自分の手を

入れるのは、心のドアを開ける鍵で、イエ

ス様の手のくぎ跡は、鍵穴だと思った。イ

エス様は、くぎの穴に入れさせてくれたの
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は、トマスの心の鍵穴だと知っていたから

だと思う。この他に④参照

4	 僕は憎しみ・悲しい事をイエス様に預ける、

イエス様銀行の絵をかきました。色々な人

がイエス様の手の穴に指を入れることで憎

しみや悲しみから解放されるのだと思いま

す。そして、新しくいい心に変るのだと僕

は先生のお話を聞いていて思いました。僕

は一度イエス様に会ってみたいです。この

他に⑧参照

6	 この絵は、トマスがご復活したイエス様の

指の穴に手の指を入れようとしている所で

す。この時僕は、心の鍵穴だったし、イエ

ス様の身体があるのか、決めるための証明

するものであったのではないかと思った。

イエス様は「シャローム」と言って出てき

たから、幸せにしたかったんだと思った。

この他に⑧参照

9	 この絵は、トマスがイエス様に「人が言っ

たことは、その人のことを見なくてもその

人の事を信じる人は幸いである。」と言って

いた時の絵です。イエス様はトマスに向かっ

て、私（イエス様）の指の穴と脇腹にあな

た（トマス）の手と指を入れなさい。と言っ

たところがすごくやさしいと思いました。

10	①④参照

11	③⑧参照

12	④⑥参照

13	トマスは、イエスのくぎの穴に、指を入れ

ないと信じないと言ったが、イエスは自分

の手の穴に入れさせたのは、なんでだろう？

またそれは、僕の考えは、きっとトマスは、

主を信じる人になってほしいからだと思う。

でも、それは、痛かったと思う。⑦⑧⑨参

照

16	①④⑨参照

18	僕がイエス様だったら入れた瞬間になぐり

かかりそうだな。僕は気が短いからなぁー。

イエス様はどうだろう。

20	心に残った聖書のお話は、イエス様がトマ

スにくぎで指した跡を指に入れるところで

す。痛いのに何でさすのかがよくわかりま

せんでした。びっくりしました。だいじょ

うぶかなーと思いました。怖かった。とて

もすごくやばいと思いました。ぜったいぜっ

たいぜったい痛いと僕はそう感じました。

22	①参照

23	①⑨参照

25	①⑨参照

27	トマスが心にかぎをかけてしまって、かぎ

をあけるためには、イエス様のうでや、手

の穴に手を入れなければだめだと言ったこ

とにたいして、イエス様は、いいよと言って、

トマスは、うでや手のくぎあとに手を入れ

た。イエス様は、やさしいと思ったし、ちょっ

とうでがいたそうでした。

29	①⑧参照

32	①⑨参照

34	イエス様がなぜ、トマスのいない事を分かっ

ていつつ、お弟子さんの前にあらわれたか

が、今でも不思議です。

36 家のかぎや心のかぎがかかっている弟子さ

んたちだけれど、神様はゆるしてくださっ

た。とくにトマスさんの、心のかぎが、イ

エス様がいらっしゃらなかったら、あかな

かったと思いました。そんなお弟子さんた
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ちに、自分の手（イエスの手）に入れてい

いと思ったイエス様は、本当にすごいと思

いました。たぶん痛かったと思います。

41	イエス様は、トマスの悪い心を受け入れて

くれた。⑥参照

42	イエス様が、心の戸をひらいてもらうため

に、自分で「指をいれなさい。」と言った時

に、イエスさまと手の穴が、かぎあなになっ

てトマス指がかぎに変わった気がした。イ

エス様は、やさしく人の事を気にする、や

さしい心をもっているなと思った。僕もイ

エス様見たいなやさしい人になりたいです。

⑤参照

43	①⑤参照

44	トマスがイエス様の手の穴に指を入れ、本

当のイエス様かどうかたしかめている所。

これは、トマスが閉めてしまった心のかぎ

穴を、今、開く時なのです。イエス様は、

自ら「私の手の穴に、ゆびを入れなさい。」

と言ったのです。トマスの心が閉じている

のを分かっていたのです。トマスが信じて

くれると、信じていたのです。

45	僕はイエスさまがトマスの心をこじ開けた

所がすごくいんしょうにのこりました。

	 イエス様が二回目に来た時トマスに「トマ

ス、私のわきばらに指をいれてみなさい」

と言いました。そしてトマスがわきばらに

指を入れてトマスの心のとびらが開いたの

です。良かったなと思いこの出来事を書き

ました。

48	僕は、イエス様が殺されたことに、胸がいた

くなります。ですが弟子たちが、こもってい

ると、ご復活なさったイエス様がいました。

そこにトマスがいませんでした。そこでトマ

スに会いに行き、手をみせてました。そのあ

とは、くぎ穴です。死けいにされた時のあと

です。そのあと、トマスは、イエス様を信じ

る人へかわりました。①参照

49	トマスに、十字架にかかったあとのいたい

きずあとに「トマスこのきずあとにゆびを

いれていいよ」と言ったのがすごいと思い

ました。いたいくぎあとにゆびをいれるこ

とをゆるすイエスさまのそのゆう気が…。

さすが神さまの子どもイエスさまだと思っ

ています。ぼくは一どイエスさまに会って

みたいです。

51	弟子たちは、イエスさまが死んで、こわく

なりへやにとじこもって心にかぎをかけて

いました。でもそこにイエスさまがあらわ

れ「平和があるように」と、言われました。

それから、わきばらと手を見て弟子たちは

よろこびました。ぼくは、イエスさまは、

心のかぎをあける力があってすごいと思い

ました。④⑤参照

54	①⑦参照

③トマス以外の弟子たちについて

5	 僕が，聖書のお話で心に残ったお話がありま

す。それは、トマスがいない時に、イエス様

がご復活されたというお話です。それでその

お話を聞いたトマスが信じなくて、とトマス

の心の中のかぎが閉まってしまったのです。

それでも、違うイエス様弟子が心の中を開け

ようとした。この他に①⑥参照

7　⑥参照

8	 さいしょはみーんな（トマス以外）くらかっ
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たけどイエス様が来た時にみーんな（トマ

ス以外）明るくなったんだなー。僕だった

らイエス様が見えたら、明るくなるどころ

か、信じられなくて、言／（途中）④参照

11	②⑧参照

17	①参照

④イエスが現れた時について

2	 ②参照

8	 ③参照

10	①②参照

12	②⑥参照

14	⑤参照

16	①②⑨参照

51	弟子たちは、イエスさまが死んで、こわく

なりへやにとじこもって心にかぎをかけて

いました。でもそこにイエスさまがあらわ

れ「平和があるように」と、言われました。

それから、わきばらと手を見て弟子たちは

よろこびました。ぼくは、イエスさまは、

心のかぎをあける力があってすごいと思い

ました。

⑤戸にカギをかけることが意味することについて

14	この絵は、弟子たちが、戸に鍵をかけてい

る絵です。僕は、心にも鍵をかけてると思

います。その時、イエス様が出てきたとき

の絵を描きました。④参照

24	イエス様の弟子たちの家の鍵を全て閉めて、

ユダヤ人に見つからないようにしていた。

でもイエス様はご復活されてこの家に現れ

た。暗い中で隠れていた。その時にトマス

のみでかけていた。もう食べるものを食べ

たくてしかたがなかったから。トマスが帰っ

てきてイエス様の手の穴に指を入れた。

30	僕の一番心に残ったお話は「鍵のかかって

いる部屋」のお話です。僕がこのお話を聞

いて思ったことは、部屋だけでなく心まで

かぎをかける必要は本当にあったかなです。

僕だったらそこまでロックしなかったと思

います。お城のとびらくらいのロックをか

けちゃうなんて・・・。

42	イエス様が、心の戸をひらいてもらうため

に、自分で「指をいれなさい。」と言った時

に、イエスさまと手の穴が、かぎあなになっ

てトマス指がかぎに変わった気がした。②

参照

43	トマスが心にかたくカギを閉めて、イエス

様のくぎあなに指を入れて心のカギのか

かったとびらが開けたことがすごかった。

トマスのとびらはイエス様のくぎのあなが

トマスの心のかぎあなだったからすごかっ

た。①②参照

51	②④参照

⑥心にカギをかけることが意味するものについて

3	 悲しくなったりすると心にかぎがかかって

しまうんだなと思いました。毎日笑顔で元

気だと心にかぎがかからないと思うので笑

顔で元気にいつもいたいです。

5	 ①③参照

7	 弟子たちはイエス様が十字架にかけられて

しまってそんなに悲しいんだなぁーと思い

ました。なので心の扉の鍵を閉めてしまっ

たのかなぁーと思いました。僕はそんな悲

しいことは無かったけど昔の人は悲しいこ
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とがたくさんあるんだなと思いました。そ

れに心の扉を閉めてしまうという事はそう

とうイヤなんだろなー。③も参照

12	この絵は扉と心に鍵を閉めてしまった物語

りです。イエス様がいなくて「どうしたら

いいんだ」「･･････」そしてトマスもいなく

なって扉どころか心にみんな鍵をかけてし

まった。その時イエス様が扉にかかってい

る部屋に入ってきた。みんな勇気を取り戻

したので良かった。この他に②④参照

26	トマスがないて、ないて、いかりくるって

いる絵です。そしてトマスはそれをきっか

けに、自分の「心」のトビラに「かぎ」を

かけてしまったところが印象に残りました。

41	イエス様は、トマスの悪い心を受け入れて

くれた。②参照

⑦イエスは何故ご自分の傷跡にトマスの指や手

を入れてよいと言ったのかについて

6	 この絵は、トマスがご復活したイエス様の

指の穴に手の指を入れようとしている所で

す。この時僕は、心の鍵穴だったし、イエ

ス様の身体があるのか、決めるための証明

するものであったのではないかと思った。

イエス様は「シャローム」と言って出てき

たから、幸せにしたかったんだと思った。

13	トマスは、イエスのくぎの穴に、指を入れな

いと信じないと言ったが、イエスは自分の手

の穴に入れさせたのは、なんでだろう？また

それは、僕の考えは、きっとトマスは、主を

信じる人になってほしいからだと思う。でも、

それは、痛かったと思う。②⑧⑨参照

19	イエス様は、手の穴にトマスの指を入れて

弟子たちを仲直りさせたかったのかもしれ

ない。①参照

35	なぜイエス様は、「わたしの手の穴に指を入

れてもいいよ」と言ったのか僕は、トマス

に事実を教えるために言ったのかなぁーと

思いました。僕がイエス様だったら言えな

いと思いました。聖書は意外と面白いと思

いました。

54	イエス様の手のひらにイエス様が「わたしの

手のひらのくぎあなにゆびを入れてみなさ

い。」と言ったのはトマスに人をしんじてほ

しいというイエス様の思いでトマスのかぎあ

なにかかったかぎをといてくれたのだと思っ

ています。トマスはイエス様のおかげでこう

ゆう人になったと思います。①②参照

⑧イエスの傷跡に指や手を入れることが意味す

るものについて

4	 僕は憎しみ・悲しい事をイエス様に預ける、

イエス様銀行の絵をかきました。色々な人

がイエス様の手の穴に指を入れることで憎

しみや悲しみから解放されるのだと思いま

す。そして、新しくいい心に変るのだと僕

は先生のお話を聞いていて思いました。僕

は一度イエス様に会ってみたいです。この

他に②参照

6	 ②を参照

11	この絵は、イエスさんの弟子たちが、鍵の

かかった家で、「僕たちはこれからどうす

ればいいんだ」と落ち込んでいると、家に、

イエス様が現れて、みなさんに、よみがえっ

た証拠に、くぎ穴もみんなにみせていると

ころです。僕は、十字架にかかったのに、
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よみがえってあらわれるというのは、僕が

弟子の一人だったら、とても嬉しいです。

この他に②③参照

13	②⑦⑧⑨参照

29	①②参照

41	イエス様は、トマスの悪い心を受け入れて

くれた。

⑨疑問や感想

疑問

13	②⑦⑧参照

16	①②④参照

25	「トマスは、イエス様を疑っていたのになぜ

イエス様は、指を入れていいといったのだ

ろう。」とずっと不思議に思っていました。

でもトマスの心が開いてよかったと思いま

す。①②参照

35	なぜイエス様は、「わたしの手の穴に指を入

れてもいいよ」と言ったのか僕は、トマス

に事実を教えるために言ったのかなぁーと

思いました。僕がイエス様だったら言えな

いと思いました。聖書は意外と面白いと思

いました。

37	トマスは何でイエスさまが復活した事を信

じないで、くらくなったのか。またなぜ、

みえないとびら（心のとびら）に手でかぎ

をしめたのか。僕はそのなぜがわからない

です。トマスはなんで、くらくてこわくて

かなしい気もちになったのか。

その他感想

18	①参照

21	このお話はとってもいたそうでした。イエ

ス様はせっかく復活してくださったのに、

トマスが指を入れたから、また痛い思いに

なったと僕は思います。でもイエス様は自

分から「指をここに入れて、信じないもの

にではなく、信じる者になりなさい。」と言っ

ていたのでいたくてもしょうがないと僕は

思います。

23	トマスはいなかったけど、他のお弟子さん

たちが、ガーンとしているのをシャキッ！

とさせたイエス様はすごい！！トマスがい

た時に、トマスだけが閉めていた心の扉を

イエス様は自分の手首と脇腹をお見せに

なったのをトマスはやっと分かる人になっ

て信じる者になって広める人になり、ほっ

とした。①②参照

32	①②参照

50	3 年生になってきいた話はイエスさまが手の

あな、足のあなにゆびを入れなさいという

話です。ぼくは「きもちわるい」と思いま

した。ぼくは「よくイエス様はゆるしてく

れるな」と思いました。「どんなのかな？」

52	トマスが、イエス様のくぎ穴にゆびを入れ

る時は、気持ちわるいと思った。でも、そ

れでトマスの心のカギがあけられてよかっ

たと思った。イエス様を信じないのが、やっ

と信じてもらえて、とてもよいと思った。

53	ぼくは、トマスがイエス様のくぎあとにゆ

びを入れているところをかきました。ゆび

を入れたトマスが心をいれかえ、うらぎり

物（ﾏﾏ）からやさしい人にかわったという

出来事です。ぼくは、このお話がおもしろ

かったので、えらびました。ぼくは、この

お話がとてもすきです。もっとせい書のは

なしをききたいです。（未完）



− 91 −

『復活物語』の理解をめぐって−聖書の読み方へのチャレンジ（２）

39	トマスは一人だけ家にいなかったのでそれが

分からなかったのです。イエス様は本当は十

字架にかかって、手首とわきばらに釘／（未完）

40	かぎのかかった家にあらわれたイエス様。

イエス様の手にあながあいているのでトマ

スがその手の／（未完）
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1）	 ルカによる福音書 24 章 11 節参照。ここでルカは、

イエス・キリストの弟子でありながらイエスの

十字架の死に際してイエスを裏切った弟子たち
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を単に「弟子」と表現せず「使徒」と表現して

いる。ルカによる福音書における「使徒」と言

う単語は 6 章 13 節に出てくる。イエスが直々に

12 人を選び、「使徒」と名づけたとルカは記し、

彼らは宣教と癒しのために派遣される。ルカ福

音書より成立が古いコリントの信徒の手紙（１

コリント 12：28）を見ると、「使徒」は教会の第

一に挙げられる立場である。その他エフェソ書 2：

20 では教会の土台のひとつとして「使徒」が挙

げられ、教会の基礎となる存在であることがわ

かる。ギリシア語の元来の意味は「派遣された

もの」である。イエスによって全権を委任され

て遣わされる存在が「使徒」である。教会の要

となるべき人たちが復活を「たわ言」と捉えた

とルカは記す。ちなみに新共同訳では「たわ言」。

口語訳では「愚かな話」となっている。原語は

ληροσ

2）	 本文の言葉はカトリック教会の信仰宣言（使徒

信条）による宣言。聖公会は「死人のうちから

よみがえり」、プロテスタント（日本基督教団な

ど）は「死人のうちよりよみがへり」と告白する。

実施校は「よみがえり」と記された信仰告白を

用いて礼拝している。「復活」も「よみがえり」

も同一の事を指し示している。

3）	 相互主体的学びについての宗教的意味合いにつ

いては、拙論「『聖誕劇』制作の試み−聖書の読

み方へのチャレンジ（１）」立教大学　学校・社

会教育講座　教職課程『教職研究』第 24 号 p.57

～ 72 を参照されたい。

4）	 読書科ではイースターに関連する本、英語科で

もイースターに関連する英語の本や英語の歌な

ど、図工科、生活科などでもイースターを題材

に授業で取り上げている。

5）	 プロセッションチームとは、礼拝をリードする

礼拝奉仕者団のこと。十字架を持つチーム、トー

チを持つチーム、聖書朗読のチーム、校旗を持

つチーム（6 年生）が高学年，低学年それぞれに

編成されている。

6）	 礼拝奉仕の心得として「単なるお当番ではなく『神

様のお手伝いのために』という理解で、仲間と

一緒に一生懸命、聖書朗読の準備をし、クロス・

トーチを手にして、プロセッション等々の練習を

しています。礼拝の直前には（中略）『心を合わ

せて豊かな礼拝をおささげすることができますよ

うに、わたしたちをお導きください』と祈ります。

そこに、神の業に心を向ける仲間同士の純粋な思

いによる、豊かでそして理想的な礼拝の姿がある

ように思われてなりません。」（『立教人のための

キリスト教小事典』p.86 より引用）とある。

7）	 大斎とはレント、四旬節、受難節ともいう。大斎

については以下のチャプレンたちの意見が参考に

なる。「大斎という季節が、克己・自制・痛悔を

通して、自分に注がれる神様の深い『愛』を知ら

された時であることを忘れてはならない。古くか

ら『大斎を失う者は一年を失う』と言われている。

神様の愛を知らされる為のこの季節」（チャプレ

ン　柳本博人　ＰＴＡ通信 No. 2704　2012 年 3 月

8 日）であると言われている。また「神に対して

の祈り、自分自身に対しての節制、更に他人に対

する慈善の三つが伝統的に行われてきました。自

分に足らないところをみつめ、励みに行う大切な

期間とお覚えください。」（チャプレン　小林宏治　

ＰＴＡ通信 No. 2737　2013 年 2 月 15 日）とある。

「大斎はげみ表」とは、イースターまでの日曜日

を除いた 40 日間毎日取り組む表のこと。何故 40

日かというと、イエス・キリストが宣教に出る前、
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荒野で 40 日間断食をして悪魔の誘惑と闘ったこ

とに由来する。主イエスのこの戦いに倣い、自分

中心の心と戦う事にチャレンジし、他者のために

働く事を目的とし、自分で目標を決め、この目標

に沿って神のため、人のために努力することで神

様の愛に応えて生活する事を意識するための表。

目標を表の所定の位置に書き込み、よく出来た日

は○中くらいの日は△良くできなかった日は×を

書き入れる。

8）	 大斎期間中イエス・キリストの苦難を思い起こし、

神と隣人に仕えるため何かを我慢をしたらその分

を献金として献げる。子供たちと保護者の方への

奨めとして、神様と自分以外の人のために時間と

労力をささげる事をお手伝いすることで表し、特

別なお小遣いを頂いて献金する方法もある事を伝

えている。これはイースター礼拝でお献げする。

9）	 同じ質問を体で表現してみてくださいと他の

クラスで言ったところ、一人の生徒が「やっ

たぁー！」と飛び上がって喜びを表したら、他

の生徒たちも立ち上がって飛んだり、はねたり。

みんなに共通していたのは、ニコニコの笑顔。

照れて立ち上がらなかった生徒もニコニコ。嬉

しさを表現していた。 

10）	イエス・キリストのご復活に出会った者は新しく

変えられるというメッセージや神様が僕たち人間

や人間以外の命をお造りになって、神様が僕たち

を生かしてくださるという事が常に明確に根底に

あるチャプレン（柳本博人師 2002 ～ 2011 年度在

職）によるメッセージを日頃より礼拝の中で聞き、

聞いた事を生活の中でどう生きるかと言う事を学

校全体で考え取り組んでいる姿勢による影響がな

いとはいえないと思われる。参考に過年度のご復

活に関する生徒の気づきを資料として以下に載せ

る。以下の気づきは、ご復活を身体の蘇生として

考える視点はなく､ 心に関わる出来事として捉え

ているところや新しくされるという点に年度を越

えた共通点が見られる。

2007 年度　ご復活の意味を考える

（3 年生の意見）

・古い心を捨てて新しい心を誕生させることだと僕

は思います。

・あたらしい命が始まる日がご復活だと思う。

・新しい姿に生まれ変わって、イエス様が僕たちを

見守ってくれて，いつもご一緒に過ごしてくださ

るということだと思う。

・イエス様がこの人たちを赦してくださいと神様にお

願いしたことに対して、神様がそれに応えて人間を

赦してあげて、イエス様を復活させてくれた。

・イエス様が生まれ変わって、僕の心の中にいてく

ださるということ

・新しい自分に生まれ変わるという事。

・神様が新しい心と体でよみがえること。

・新しいものに生まれ変わること。

・生きる希望を伝えるもの。

・新しい姿になること。

・ご復活とは、心の向きが変わること。

・心も体も変身すること

2008 年度　エマオ途上についての学びでの話しあい

（2 年生の意見）

・なんでパンを裂く時イエス様だって気づいたの？

・聖書の話を聞く時、普通はイエス様だって気づく

じゃん。

・パンを分けて頂いた時、イエス様の優しさを感じ

たんじゃないのか。
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・悲しんでいたお弟子さんたちを元気にしてあげた

くてイエス様はあらわれたんじゃないのかな。

・それならなんでパンを食べた時きえちゃったの？

・お弟子さんたちがイエス様だって気がついたから

じゃないの。

・神様の力でイエス様が消えた。

・お弟子さんがイエス様だって気がついた時、目に

見える形でもう一緒にいる必要がなくなったか

ら、消えたんだと思う。

・心の中にいてくださるって気づいたからだと思う。

・何故エマオに行ったの？（ここまでは２Ｃの会話）

（他のクラスの 2 年生の意見）

・悲しい時現れて嬉しい時消える

・イエス様ってガソリンスタンドみたい。ガソリン入

れてもらったらもうガソリンスタンドにいる必要な

いでしょ。悲しい時にイエス様は慰めてくれて，嬉

しい時イエス様が見えなくても大丈夫だから。

2009 年度

（ルカによる福音書 24 章 13 節以下　エマオ途上）

☆ 16 節「二人の目は遮られていて、イエスだとは分

からなかった」との意味について

三年生の気づき

・イエス様の事を話していて、夕方で暗くてよく顔も

見えないし、突然人が近づいてきて頭が混乱した。

・イエス様は死んだと心に刻み込んでいたから、前

ならイエス様を見る目があったのに心の目をふさ

いだ。

・三日目に復活すると言われたイエス様の言葉を悲

しみで忘れてしまったから。

・復活するわけがないと思っていたから、悲しみで

一杯で心の目が見えない。

・エルサレムから逃げることで精一杯で自分の事で

頭が一杯だったから。

・自分のことしか考えられないからイエス様の言葉

を思い出せない。

☆ご復活のイエス様に出会うということはどういう

ことかとの質問に対する答え

二年生の気づき

・悲しいとき、諦める心から勇気を持つ心や頑張る

心に変えられる。

・やりかえす心からやり返さない心

11）	復活をテーマに選んで感想を書いた生徒は 120

人中 54 名

12）	個々の項目に対して考察すべき所だが、それは

別の機会にする事として、ここでは分類した感

想を最後に資料としてのせる。文脈の中で理解

する必要があるため分類に際しては重複がある。

13）	この生徒の作文は資料 22 にあたる。①②参照。

14）	この感想の作文は資料⑨の 50、52 参照。

15）	この感想の作文は資料⑨の 53、35 参照。

16）	しばらく経って上記の生徒が人間関係に悩む時

期があったことを知らされた。絵を見たその時

この絵の洞察の深さに感嘆こそすれ、生徒が何

か抱えているのだろうかとの問いや関心を持つ

事を怠ってしまった。その事への悔恨の体験が

本論を試みたことの根本にある。

17）	パウロ・フレイレ『被抑圧者の教育学』79 ～ 84

18）	岩攝「相互主体的な授業と教師の指導性―新し

い学習観の検討―」千葉大学教育学部研究紀要　

第 43 巻 p.110 引用

19）	同論文 p.111 引用

20）	同論文 pp.110

21）	ヘンリー・ナウエン『差し伸べられる手』p.138

より引用

22）	同書 p.138 では「矮小な感覚」と翻訳されている。
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『復活物語』の理解をめぐって−聖書の読み方へのチャレンジ（２）

23）	同書 p.141 より引用

24）	同書 p.100 ～ 142

25）	ナウエンにとって自分の痛みや傷を分かりあえ

るものにまで深めるということは、自分以外の

人に自分痛みをさらけ出して告白して誰かに分

かってもらうとか、慰めてもらうというレベル

ではない。これは、自分の傷や痛み苦しみは神

以外には癒すことの出来ない、誰にも癒すこと

が出来ない、存在の根源的孤独であると知る事

を意味する。

	 　ナウエンにとっての solitude（「独り静まる」と

か「独り」と翻訳されている）に当たるものはシ

スター渡辺和子氏にとっては「聖所」（sanctuary）

に当たるかもしれない。彼女の著『面倒だから、

しよう』の中で「聖所とは、ほかの誰にも土足で

ズカズカ踏み込ませない部分。死ぬまで誰にも言

わないでお墓まで持っていく、裏切られてもそこ

に逃れることができる最後の砦のようなものを持

つのです。（中略）理解しあうことが出来ない悲し

みをわたしは聖所の中に納めています。」（p.75,76

引用）と述べ、誰にもいえない理解し合えない孤

独が秘められている魂の奥深くを聖所と名づけて

いる。ナウエンにとっての solitude やシスター渡

辺にとっての聖所は、悲しみに満ちた人間の魂を

指すが、そこには神が、イエス・キリストが、必

ずおられる場所であり、人間が降りていくのを待っ

ていてくださる所としての魂と言える。

26）	Ｈ . Ｊ . Ｍ . ヌーエン『傷ついた癒し人』（西垣

二一・岸本和世訳）日本基督教団出版局 1981 年　

p.126 ～ 135　もてなしの考え方は『差し伸べら

れる手』の中で、より具体的形となって記され

ている。

27）	ヘンリ・ナウエン『愛されている者の生活−世

俗社会に生きる友のために』（小渕春夫訳）あめ

んどう、1999 年 p.93 ～ 114　この著作は 1992

年にアメリカで出版されている。その中でナウ

エンは、ご聖体すなわちキリストのからだであ

るパンに対するユーカリスト（聖餐式）の中で

の 4 つの所作（取り上げる Taken・祝福する

Blessed・裂く Broken・与える Given）を通して、

私たちの人生における苦悩に意味があることを

解き明かしている。1996 年に書かれた『最後の

日記』の中に「傷」についての言及があり「こ

の痛みは、私の救いへの入り口、栄光の扉、自

由への通路かもしれない！この傷は、傷のかた

ちを借りた恩寵だということを、わたしは知っ

ている。」と書いている。さらに 1998 年にアメ

リカで出版された『心の奥の愛の声』では「自

分の孤独感は自分のユニークな才能の一つの表

れだと思えるようになることがある。心の奥の

奥でこの真理にふれたならば、孤独感は、耐え

られるどころか実り豊かなものにさえなるかも

しれない。そうなれば、始はやりきれない気が

したものが、辛くはあっても、神の愛を一段と

深く知る道をひらいてくれる気持ちに転化する

かもしれない。」（同書 p.52 ～ 53 引用）とある。

傷は自分を苦しめ追い詰めるものではなく、新

しい自分へと解放してくれるものとの確信が揺

れながら深まっていることが見られる。

28）	大塚野百合氏はご自身の著書『あなたは愛され

ています』の中で、ナウエンの『差し伸べられ手』

を紹介しながら教師と学生の関係について慧眼

鋭い見解を述べている。ナウエンのいうもてな

しの関係から生まれる教師と学生の間の信頼関

係は、「教師は、ただ教えるだけではなく、学生

から教えられて、豊かなものを与えられる」（『あ
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なたは愛されています』p.67 引用）関係であり､

この関係は宗教教育において必要なもので､ 学

生が宗教教育に無関心である理由を「学生たち

自身が経験していることに教師が関心を払わな

いからです。キリスト教の教理を高みから教え

込もうとするからです。」（同上）と看破している。

教師の関心がどこにあるか。自分の教えようと

する教科や研究にあるのか学生に対してなのか、

学生を分かろうとして関心をもって真剣に関わ

ろうとしてるかが問われている。本稿の課題を

ずばり指摘されているように思う。

29）	ナウエンにとって霊的生活は孤独（loneliness）

から独り（solitude）になることだという。その

事を『静まりから生まれるもの』の作品の中で

以下のように述べている。「独り静まる中で、誰

かを愛そうとするずっと前にわたしたちを愛し

てくださる方の声が聞こえるようになるのです。

この静まりの中でこそ、何を持っているかより、

生きている自分の存在自体が大切であること、

また、努力した結果より、わたしたち自身のほ

うがはるかに尊いことが分かってくるのです。

独り静まる（solitude）中で、わたしたちの命は、

奪われないように守るべき所有物ではなく、他

の人と分かち合うべき賜物であることに目が開

かれてきます。（中略）わたしたちの命は、しが

みつくべき所有物ではなく、受け取るべき贈り

物であることが分かってくるのが、この静まり

においてなのです。」（p.28 ～ 29 引用）とある。

ナウエンはキリスト教の信仰生活をしているの

で、独り静まる（solitude）ことは、神の前に出

て神と一対一で出会う中であなたは愛されてい

る、ありのままでそのままで良いのだとの御声

を受け取る事を指しているといえる。つまり神

と共にある独りということになろう。

30）	『教職研究』第 24 号における拙論「『聖誕劇』制

作の試み ‐ 聖書の読み方へのチャレンジ（１）」

p.65 本文の最後のパラグラフにある「道徳の授

業が必修化されようとしている中にあって」は

誤りで「道徳の授業の教科化」に訂正。


